
62vol.

New

Director Note

脳神経外科医

畑山　徹
（はたやま　とおる）

ew

院長ノート院長ノート院
e

ー院長ノート院長ノート

1963年生まれ　
青森で育ち、弘前大学を1988年に卒業
日立市の病院で河野拓司理事長に手術の
手ほどきを受け、東北各地で腕を磨いた
のち、2013年から当院に勤務
アメリカで三叉神経痛と顔面痙攣の治療
を学び、国内でも有数の実績を持つ
趣味は我流のピアノ
たまにライブハウスで演奏

水戸ブレインハートセンター

病院のホームページに掲載している畑山院長のエッセイです。
月に1回くらい、脳外科診療や日常生活で感じている想いを軽妙なタッチで書き連ねています。
ご興味ありましたらQRコードから過去の内容もご覧下さい。

「助言を聞きやすくする」
「うちの人、先生から言われたことは聞くんです」
外来で付き添いのご家族から、こう言われることがあります。
だったらしっかり話さなきゃ、ってプレッシャーもかかりますが、同じ事でも言うのが家族だと耳を貸さ
なくなるんだろうなぁ、って想像してます。

助言はもちろん「思いやり」なんですが、伝え方によっては「説教」に聞こえてしまいます。
特に、家族からの「助言」は言葉に遠慮が足りません。
何とかしてあげたい、という愛情が、むしろ言い方を強めます。
言われる回数も多くなりがちで、反発心が沸き上がるのも仕方ないかもしれません。

一方、同じような「助言」でも、話し手が違えば聞く気持ちが高まります。
まず一つは、ベテランであること。
その道のプロなんだから言ってることもきっと正しい、そうやって信じる気持ちが助言を生かしやすくな
ります。
二つ目は、お金を払っていること。
ネットの無料動画でもいろんなことを教えてもらえますが、身銭を切った時の方が知識の吸収に熱心にな
れる気がします。
実際私も、筋トレやピアノをコーチや先生から、さらに月謝を払って教わった方が、我流であがいていた
時よりよっぽど早道で目的にたどりつけたように思います。

「よく水を飲んで！」
同じ一言でも、家族から言われるのと、ベテラン
の医師に診察費を払って言われるのでは、聞こえ
方が違います。

「しっかり水分を補給して、私を安心させてね♡」
プロでもなく、お金ももらわない立場だからこそ、
家族愛をうまく活用した伝え方で、助言を聞きや
すくすることが大切だと思っています。
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